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論 文 の 内 容 の 要 旨

花井産業はファッション産業の側面があり､常に新しい素材を必要とする｡このた

め､新しい花井の探索･導入と育成は花井園芸学の重要な研究課題となっている｡新

しい花井が普及するためには､生育･開花習性を明らかにし､開花調節技術を確立す

る必要がある｡

そこで､新花井として普及が期待されているチリ自生の地中植物であるゼフィラ

(勧柑赫刀∂と日本で育成された品種が世界的に栽培され始めて需要の飛躍的

拡大が期待されているヒマワリ(ガ血刀班ugβ刀月日U∂の切り花品種を供試して､開花

調節技術の確立を目的として実験を行った｡

Ze毎月βは秋に発芽し､早春に開花するが､自生地のチリ北部では､数年に一度

しか降雨がないため､2階球を作り､太い索引根で球茎を地中深くに移動させて乾燥

を防いでいる｡

球茎の休眠打破は､25℃5カ月の貯蔵で打破され､0～40℃の範囲では25℃以下で

も以上でも休眠は打破されなかった｡また､25℃を24時間持続することが必要で､

1日の25℃持続期間が短くなるにつれて､発芽率は低下した｡このような生育習性

は自生地がアカタマ砂漠の南端に位置し､乾期の地･気温が高いことによると考えら

れる｡球根重は､休眠の深さに影響を与えないことも明らかになった｡



ヒマワリ'については2つの試験を実施した｡第1の試験は､市販の切り花用品種

46品種を供試して日長に対する反応と花持ちを評価した｡日長は､16時間(長日)と

11.5時間(短日)とした｡

供試した46品種は長日でも短日でも開花したが､91.3%の品種が長日で開花が有

意に遅くなる量的短日植物であった｡長日での開花の遅れは品種によって異なり､

3.5から48.5日であった｡長日で14日以上開花が遅れたのは29品種で､実験用に

用いた品種の64.3%であった｡

`LemonEclair'､`MoonShadow'､`Jamboree'の3品種では､日長は開花に

影響を及ぼさなかった｡これらの品種では､日長は発膏日数にも影響を及ぼさず､中

性植物の反応を示した｡一方､`sailorMoon'だけは長日植物の反応を示した｡

日長が､草丈､節数､葉数､花持ちに及ぼす影響ははとんど認められなかった｡

花持ちは5.6～11日で､品種間差が認められた｡

第2の試験は､現在使用されている切り花用品種の大部分が量的短日性植物である

ことが明らかになったので､長日･高温期に品質のよい切り花を短期間に生産するこ

とを目的として､幼苗時の短日処理開始時期と期間が花芽分化､発菅､開花に及ぼす

影響を調査した｡

その結果､高温期に生育･開花させる場合には､本葉4枚展開時に2週間短日処

理することによって開花を早め､品質も優れることが明らかになった｡

審 査 結 果 の 要 旨

花井産業においては常に新しい種類､品種が求められているために新花井の探索･

導入と育成は花弁園芸学の重要な研究課題である｡

そこで､新花井として普及が期待されているゼフィラ(勿吻朋d郡適ととふヮ

り(月昆血涙血路以∽肌適について生育開花蜃性を明らかにし､開花調節技術の確立を
目的に実施したものである｡

本論文の公開学位論文発表会は平成17年1月28日(金)午後1時30分から静岡大

学農学部において実嘩された｡終了後引き続き論文内容を中心に審査委員会を開催し

た｡

提出された学位論文の主な審査結果は以下の通りである｡

1.新しい球根切り花として注目されている紬如月βD.Don.はチリ北部(ア

カタマ砂漠の南端)にだけ自生するテコフィラエ科の球茎植物である｡数年に一度し

か秋～冬に降雨がないため､球茎は2階球を作り､太い索引根で球茎を地中深くに

移動させて乾燥を防いでいる｡

これまでの研究で休眠打破には250C22週間処理が最も有効であることが明らかに

なっているが､実際の生産現場ではこのように長期間250Cに維持するのは実用的で



はない｡そこで､0～400Cの範囲で数多くの低温と高温の組み合わせを作り､より短

期間の処理で休眠を打破できないか検討した｡その結果､供試した温度範囲では250C

以下でも､また250C以上でも､どのような低温と高温の組み合わせでも､休眠は完

全に打破されなかった｡また､250Cで休眠打破する場合､24時間持続することが最

も効果的で､1日の250C持続時間が短くなるにつれて､発芽率は低下した○このよ

うな生育習性は､球茎の自生地の乾期の地温が高いことに起因すると考察している0

なお､球根重は休眠の探さに影響を与えないことも明らかにしている｡この他､ゼフ

ィラの生育習性も明らかにしており､ゼフィラを切り花として利用する際に有用な多

くの情報を提供している｡

2.日本で育成された品種が世界に普及して切り花としての需要を飛躍的に喚起して

いるヒマワリの開花調節技術を確立する目的で46品種の日長反応を調査した｡その

結果､42品種が量的短日植物､3品種が中性植物､1品種が量的長日植物としての反

応を示した｡現在の切り花用品種はほとんど量的短日植物であることを明らかにし

た｡

3.ヒマワリの切り花としての需要は長日･高温期であるが､大部分の品種が量的短

日植物であるので､長日･高温期に品質のよい切り花を短期間に収穫することは難し

い｡この点を解決するために幼苗期の短日処理開始時期と期間を検討した｡

その結果､本葉4枚展開時に2週間短日処理(11～12時間)することによって開花

を早め､品質の優れた切り花を収穫することができることを明らかにした○

以上､本論文の論文構成や内容について審議した結果､審査員全員一致で本論文が

岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文として価値があるものと認めた｡
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